
紫外可见分光光度计可在各个行业的日常工作中用于原料
接收检查和产品质量确认。在对溶液进行定量分析时，操作员
测定标准样品后，进行样品的测定，计算浓度，然后将其与参
考值进行比较，判定是否合格。当每天分析几十个样本时，大
量的人工工作无疑成为负担。

LabSolutions UV-Vis软件具有自动分析功能，可以有效地
执行上述需花费时间和精力的任务。通过与 CETAC公司制造
的自动进样器结合，可以自动执行从测定到判定是否合格的所
有操作。

本文介绍自动分析食用色素的事例。
K. Kawahara

■自动分析
LabSolutions UV-Vis的选项中具有自动分析功能，可以结

合光谱测定和光度测定来控制自动进样器。可以使用此软件控
制的自动进样器是 CETAC公司制造的 ASX-280和 ASX-560。
图 1所示为 ASX-560的外观。各机种分别可设置最多 120个
样本和 240个样本。

此外，通过将 LabSolutions UV-Vis的光谱分析功能与自动
进样器的自动分析相结合，如图 2所示，可以自动进行手动定
量分析所需的标准样品以及定量用样品的测定，并可使用所得
的光谱自动进行分析。在下一章中，我们将讨论这种自动化。

■从校正曲线的绘制到判定是否合格
通过测定标准样品可以创建标准曲线，并且可以通过将该

软件与自动进样器结合使用来执行从定量用样品测定到判定是
否合格的所有操作。这次，我们使用了 5个标准样品和 20个
使用红色食用色素制备的定量样品。准备相同浓度的 17个和
不同浓度的 3个来判定是否合格。在 ASX-560设置样品的情况
如图 3所示。

在光谱测定中使用了紫外可见分光光度计 UV-1900i。图 4

是 UV-1900i的外观，表 1是测定条件。此外，使用自动进样
器 ASX时，需要吸样单元或注射吸样单元。
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图 1 CETAC公司制造的自动进样器 ASX-560

在 ASX-560设置样品的情况如图 3所示。

图 4紫外可见分光光度计 UV-1900i

图 2 定量分析的流程

光吸収分析

紫外可視分光光度計は、 様々な業界において原料の受け

入れ検査や製品の品質を確認するため、 ルーチン的に使用

さ れています。 溶液の定量分析を行う 場合、 作業者が標準

試料を測定後、 試料の測定を行い、 濃度を算出し 、 基準値

と比較して合否判定を行います。 特に、 1日に数十検体の分

析を行う 場合、 こう した膨大な作業が負担となり ます。

LabSolutions UV-Visソフ ト ウェ アには、 手間と 時間を要

する上記の作業を効率的に行える自動分析機能があり ます。

CETAC社製のオート サンプラーと 組み合わること により 、

測定から合否判定までを全て自動で行う ことができます。

ここでは、 食用色素を自動分析し た事例をご紹介し ます。

K. Kawahara

検量線の作成から合否判定まで
標準試料の測定によって検量線を作成し 、 定量用試料の

測定と 合否判定まで、 すべて本ソフト と オート サンプラー

を組み合わせること によって可能と なり ます。 今回は標準

試料5点と 、 赤色の食用色素を用いて調製し た定量用試料

20点を用いました。 合否判定を行う ために同じ 濃度17点、

異なる濃度3点を用意しました。 ASX-560に試料を設置し た

様子を図3に示します。

スペクト ル測定には紫外可視分光光度計UV-1900iを使用

し まし た。 図4にUV-1900iの外観を、 表1に測定条件を示し

ます。 また、 オート サンプラーASXを使用するには、 シッ

パーユニッ ト またはシリ ンジシッ パーが必要です。

自動分析
LabSolutions UV-Visのオプショ ンには自動分析機能があ

り 、 スペクト ル測定やフォト メ ト リ ッ ク測定と 連動し て、

オート サンプラーの制御を行う こと ができます。 本ソフト

で 制御で き る オ ート サン プ ラ ーは CETAC 社製の ASX-
280,ASX-560です。 図1にASX-560の外観を示し ます。 試料

数はそれぞれの機種で最大120検体、 240検体セッ ト するこ

とができます。

図3 ASX-560に試料を設置した様子

図4 紫外可視分光光度計UV-1900i

表1 測定条件

測定波⻑ : 505 nm
スリ ッ ト 幅 : 1 nm
吸引速度 : 高速
吸引時間 : 6 s
排出時間 : 4 s
安定時間 : 2 s
洗浄回数 : 1回
付属品 : シッ パー160L

図 1 CETAC社製オート サンプラーASX-560
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図 2 定量分析のフロー
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また、 オート サンプラーによる自動分析にLabSolutions
UV-Visのスペクト ル評価機能を組み合わせることにより 、
図2に示すよう に、 手動による定量分析において必要となる
標準試料および定量用試料の測定、 そして得られたスペク
ト ルを用いた解析作業を自動化することができます。 次章
では、 この自動化についてご説明します。
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また、 オート サンプラーによる自動分析にLabSolutions
UV-Visのスペクト ル評価機能を組み合わせることにより 、
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また、 オート サンプラーによる自動分析にLabSolutions
UV-Visのスペクト ル評価機能を組み合わせることにより 、
図2に示すよう に、 手動による定量分析において必要となる
標準試料および定量用試料の測定、 そして得られたスペク
ト ルを用いた解析作業を自動化することができます。 次章
では、 この自動化についてご説明します。

表 1 测定条件

测定波长 ： 505 nm

狭缝宽度 ： 1 nm

吸样速度 ： 高速
吸样时间 : ： 6s

排放时间 ： 4s

稳定时间 ： 2s

清洗次数 ： 1次
配件 ： 160L吸样装置
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UV-Visのスペクト ル評価機能を組み合わせることにより 、
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はじめに本ソフト の定量モード で測定条件を設定します。 測
定波長や標準試料の濃度、吸引速度などを決定します。次に自
動分析画面からオート サンプラーの測定条件を設定します。 図
5のよう に標準試料(S)、 洗浄(R)、 定量用試料(1A,1B,,,,)の測定場
所と測定手順を視覚的に決めることができます。 また、 それぞ
れの測定について、 ベースライン補正を行う かどう か、 共洗い
をするかどう かなど細かなところまで決めることができます。
測定条件はいつでも呼び出すことができ、 条件設定の手間を省
く ことができます。

測定中は残り 時間、 測定位置、 本数、 結果が両ソフト 上で確
認することができます。 測定中の画面を図6,7に示します。

図 5 自動分析画面の設定

図 7 定量モード の測定中の画面

図8 測定結果と合否判定結果

まとめ
今回はLabSolutions UV-Visソフト ウェ アの自動分析機能

を用いて検量線の作成から定量用試料の測定、 合否判定ま
で自動で行いました。 自動分析とオート サンプラーを用い
ることで、 日々の測定の時間短縮が行えます。

LabSolutionsは、 株式会社 島津製作所の日本およびその他の

国における商標です。

その他、 本文中に記載されている会社名および製品名は、 各社
の商標および登録商標です。
本文中では「 TM」 、 「 ®」 を明記していない場合があり ます。

図6 自動分析の測定中の画面

測定結果と 自動で行われた評価の結果を図8に示し ます。 検
量線により 算出された濃度がテーブルに表示されています。 こ
の結果から、 あらかじめ設定した合否判定が行われます。 今回
は濃度が105から 115 ppmの間にあれば合格としました。 3点の
溶液がこれを満たさず不合格となり ました。 コメ ント 欄には測
定し た場所が表示さ れます。 またこのテーブル情報はcsv保存
やコピー＆ペースト により 、 その他のアプリ ケーショ ンへの貼
り 付けが可能となるため、 様々なレポート 作成に対応すること
ができます。

測定条件の設定から合否判定まで20検体を手動で分析を行っ
た場合は、 約1時間を要し まし た。 これに対し て同様の分析を
LabSolutions UV-Visの自動分析で行う と約30分になり 、 手動分
析の半分の時間で分析を行う ことができました。

Application
News

分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691
(075) 813-1691

※本資料は発行時の情報に基づいて作成されており 、 予告なく 改訂することがあり ます。

改訂版は下記の会員制 Web Solutions Navigator で閲覧できます。

https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm

会員制情報サービス「 Shim-Solutions Club」 にご登録く ださい。

https://solutions.shimadzu.co.jp/
会員制 Web の閲覧だけでなく 、 いろいろな情報サービスが受けられます。

初版発行： 2019 年 12 月

No. A609

はじめに本ソフト の定量モード で測定条件を設定します。 測
定波長や標準試料の濃度、吸引速度などを決定します。次に自
動分析画面からオート サンプラーの測定条件を設定します。 図
5のよう に標準試料(S)、 洗浄(R)、 定量用試料(1A,1B,,,,)の測定場
所と測定手順を視覚的に決めることができます。 また、 それぞ
れの測定について、 ベースライン補正を行う かどう か、 共洗い
をするかどう かなど細かなところまで決めることができます。
測定条件はいつでも呼び出すことができ、 条件設定の手間を省
く ことができます。

測定中は残り 時間、 測定位置、 本数、 結果が両ソフト 上で確
認することができます。 測定中の画面を図6,7に示します。

図 5 自動分析画面の設定

図 7 定量モード の測定中の画面

図8 測定結果と合否判定結果

まとめ
今回はLabSolutions UV-Visソフト ウェ アの自動分析機能

を用いて検量線の作成から定量用試料の測定、 合否判定ま
で自動で行いました。 自動分析とオート サンプラーを用い
ることで、 日々の測定の時間短縮が行えます。

LabSolutionsは、 株式会社 島津製作所の日本およびその他の

国における商標です。

その他、 本文中に記載されている会社名および製品名は、 各社
の商標および登録商標です。
本文中では「 TM」 、 「 ®」 を明記していない場合があり ます。

図6 自動分析の測定中の画面

測定結果と 自動で行われた評価の結果を図8に示し ます。 検
量線により 算出された濃度がテーブルに表示されています。 こ
の結果から、 あらかじめ設定した合否判定が行われます。 今回
は濃度が105から 115 ppmの間にあれば合格としました。 3点の
溶液がこれを満たさず不合格となり ました。 コメ ント 欄には測
定し た場所が表示さ れます。 またこのテーブル情報はcsv保存
やコピー＆ペースト により 、 その他のアプリ ケーショ ンへの貼
り 付けが可能となるため、 様々なレポート 作成に対応すること
ができます。

測定条件の設定から合否判定まで20検体を手動で分析を行っ
た場合は、 約1時間を要し まし た。 これに対し て同様の分析を
LabSolutions UV-Visの自動分析で行う と約30分になり 、 手動分
析の半分の時間で分析を行う ことができました。

Application
News

分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691
(075) 813-1691

※本資料は発行時の情報に基づいて作成されており 、 予告なく 改訂することがあり ます。

改訂版は下記の会員制 Web Solutions Navigator で閲覧できます。

https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm

会員制情報サービス「 Shim-Solutions Club」 にご登録く ださい。

https://solutions.shimadzu.co.jp/
会員制 Web の閲覧だけでなく 、 いろいろな情報サービスが受けられます。

初版発行： 2019 年 12 月

No. A609

はじめに本ソフト の定量モード で測定条件を設定します。 測
定波長や標準試料の濃度、吸引速度などを決定します。次に自
動分析画面からオート サンプラーの測定条件を設定します。 図
5のよう に標準試料(S)、 洗浄(R)、 定量用試料(1A,1B,,,,)の測定場
所と測定手順を視覚的に決めることができます。 また、 それぞ
れの測定について、 ベースライン補正を行う かどう か、 共洗い
をするかどう かなど細かなところまで決めることができます。
測定条件はいつでも呼び出すことができ、 条件設定の手間を省
く ことができます。

測定中は残り 時間、 測定位置、 本数、 結果が両ソフト 上で確
認することができます。 測定中の画面を図6,7に示します。

図 5 自動分析画面の設定

図 7 定量モード の測定中の画面

図8 測定結果と合否判定結果

まとめ
今回はLabSolutions UV-Visソフト ウェ アの自動分析機能

を用いて検量線の作成から定量用試料の測定、 合否判定ま
で自動で行いました。 自動分析とオート サンプラーを用い
ることで、 日々の測定の時間短縮が行えます。

LabSolutionsは、 株式会社 島津製作所の日本およびその他の

国における商標です。

その他、 本文中に記載されている会社名および製品名は、 各社
の商標および登録商標です。
本文中では「 TM」 、 「 ®」 を明記していない場合があり ます。

図6 自動分析の測定中の画面

測定結果と 自動で行われた評価の結果を図8に示し ます。 検
量線により 算出された濃度がテーブルに表示されています。 こ
の結果から、 あらかじめ設定した合否判定が行われます。 今回
は濃度が105から 115 ppmの間にあれば合格としました。 3点の
溶液がこれを満たさず不合格となり ました。 コメ ント 欄には測
定し た場所が表示さ れます。 またこのテーブル情報はcsv保存
やコピー＆ペースト により 、 その他のアプリ ケーショ ンへの貼
り 付けが可能となるため、 様々なレポート 作成に対応すること
ができます。

測定条件の設定から合否判定まで20検体を手動で分析を行っ
た場合は、 約1時間を要し まし た。 これに対し て同様の分析を
LabSolutions UV-Visの自動分析で行う と約30分になり 、 手動分
析の半分の時間で分析を行う ことができました。

Application
News

分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691
(075) 813-1691

※本資料は発行時の情報に基づいて作成されており 、 予告なく 改訂することがあり ます。

改訂版は下記の会員制 Web Solutions Navigator で閲覧できます。

https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm

会員制情報サービス「 Shim-Solutions Club」 にご登録く ださい。

https://solutions.shimadzu.co.jp/
会員制 Web の閲覧だけでなく 、 いろいろな情報サービスが受けられます。

初版発行： 2019 年 12 月

No. A609

はじめに本ソフト の定量モード で測定条件を設定します。 測
定波長や標準試料の濃度、吸引速度などを決定します。次に自
動分析画面からオート サンプラーの測定条件を設定します。 図
5のよう に標準試料(S)、 洗浄(R)、 定量用試料(1A,1B,,,,)の測定場
所と測定手順を視覚的に決めることができます。 また、 それぞ
れの測定について、 ベースライン補正を行う かどう か、 共洗い
をするかどう かなど細かなところまで決めることができます。
測定条件はいつでも呼び出すことができ、 条件設定の手間を省
く ことができます。

測定中は残り 時間、 測定位置、 本数、 結果が両ソフト 上で確
認することができます。 測定中の画面を図6,7に示します。

図 5 自動分析画面の設定

図 7 定量モード の測定中の画面

図8 測定結果と合否判定結果

まとめ
今回はLabSolutions UV-Visソフト ウェ アの自動分析機能

を用いて検量線の作成から定量用試料の測定、 合否判定ま
で自動で行いました。 自動分析とオート サンプラーを用い
ることで、 日々の測定の時間短縮が行えます。

LabSolutionsは、 株式会社 島津製作所の日本およびその他の

国における商標です。

その他、 本文中に記載されている会社名および製品名は、 各社
の商標および登録商標です。
本文中では「 TM」 、 「 ®」 を明記していない場合があり ます。

図6 自動分析の測定中の画面

測定結果と 自動で行われた評価の結果を図8に示し ます。 検
量線により 算出された濃度がテーブルに表示されています。 こ
の結果から、 あらかじめ設定した合否判定が行われます。 今回
は濃度が105から 115 ppmの間にあれば合格としました。 3点の
溶液がこれを満たさず不合格となり ました。 コメ ント 欄には測
定し た場所が表示さ れます。 またこのテーブル情報はcsv保存
やコピー＆ペースト により 、 その他のアプリ ケーショ ンへの貼
り 付けが可能となるため、 様々なレポート 作成に対応すること
ができます。

測定条件の設定から合否判定まで20検体を手動で分析を行っ
た場合は、 約1時間を要し まし た。 これに対し て同様の分析を
LabSolutions UV-Visの自動分析で行う と約30分になり 、 手動分
析の半分の時間で分析を行う ことができました。

图 5 自动分析画面的设定

图 6 自动分析的测定过程中的画面

图 7 定量模式的测定过程中的画面

Application
News

分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691
(075) 813-1691

※本資料は発行時の情報に基づいて作成されており 、 予告なく 改訂することがあり ます。

改訂版は下記の会員制 Web Solutions Navigator で閲覧できます。

https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm

会員制情報サービス「 Shim-Solutions Club」 にご登録く ださい。

https://solutions.shimadzu.co.jp/
会員制 Web の閲覧だけでなく 、 いろいろな情報サービスが受けられます。

初版発行： 2019 年 12 月

No. A609

はじめに本ソフト の定量モード で測定条件を設定します。 測
定波長や標準試料の濃度、吸引速度などを決定します。次に自
動分析画面からオート サンプラーの測定条件を設定します。 図
5のよう に標準試料(S)、 洗浄(R)、 定量用試料(1A,1B,,,,)の測定場
所と測定手順を視覚的に決めることができます。 また、 それぞ
れの測定について、 ベースライン補正を行う かどう か、 共洗い
をするかどう かなど細かなところまで決めることができます。
測定条件はいつでも呼び出すことができ、 条件設定の手間を省
く ことができます。

測定中は残り 時間、 測定位置、 本数、 結果が両ソフト 上で確
認することができます。 測定中の画面を図6,7に示します。

図 5 自動分析画面の設定

図 7 定量モード の測定中の画面

図8 測定結果と合否判定結果

まとめ
今回はLabSolutions UV-Visソフト ウェ アの自動分析機能

を用いて検量線の作成から定量用試料の測定、 合否判定ま
で自動で行いました。 自動分析とオート サンプラーを用い
ることで、 日々の測定の時間短縮が行えます。

LabSolutionsは、 株式会社 島津製作所の日本およびその他の

国における商標です。

その他、 本文中に記載されている会社名および製品名は、 各社
の商標および登録商標です。
本文中では「 TM」 、 「 ®」 を明記していない場合があり ます。

図6 自動分析の測定中の画面

測定結果と 自動で行われた評価の結果を図8に示し ます。 検
量線により 算出された濃度がテーブルに表示されています。 こ
の結果から、 あらかじめ設定した合否判定が行われます。 今回
は濃度が105から 115 ppmの間にあれば合格としました。 3点の
溶液がこれを満たさず不合格となり ました。 コメ ント 欄には測
定し た場所が表示さ れます。 またこのテーブル情報はcsv保存
やコピー＆ペースト により 、 その他のアプリ ケーショ ンへの貼
り 付けが可能となるため、 様々なレポート 作成に対応すること
ができます。

測定条件の設定から合否判定まで20検体を手動で分析を行っ
た場合は、 約1時間を要し まし た。 これに対し て同様の分析を
LabSolutions UV-Visの自動分析で行う と約30分になり 、 手動分
析の半分の時間で分析を行う ことができました。


